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［要旨］ミミズやヤスデなどの大型土壌動物の活動は、直接、有機物や土壌微生物を摂食するだ

けでなく、生息環境の土壌構造を改変している。このような間接的な影響は、炭素や窒素循環な

ど生態系機能に影響することが予測できるが、これまで土壌生態系では評価されてこなかった。

そこで、生態系改変者としての土壌動物が、微生物群集の変化を通して物質循環に与える影響を

定量化した。苫小牧研究林の埋没Ａ層を利用して土壌炭素集積速度を調べたところ、苫小牧では

植生の発達により約6000年にわたって3 - 17 g C m-2 yr-1の速度で土壌炭素が集積していた。また、

土壌表層の団粒量は土壌小型節足動物の個体数と正の相関があり、団粒を人為的に破壊すると、

節足動物の個体数が回復せず、土壌呼吸や窒素無機化も処理後２年間にわたって低下し、伐採な

どの攪乱が土壌構造の変化を通して森林の機能を低下させていた。苫小牧研究林のミズナラ林で

ミミズの密度を低下させたところ、土壌表層の耐水性団粒が減少し、土壌炭素、窒素および栄養

塩濃度が低下した。本州中部八ヶ岳周辺にしばしば大発生をおこすキシャヤスデを飼育したとこ

ろ、ヤスデの活動により土壌の炭素・窒素循環速度が促進され、その作用は土壌のみを摂食する

幼虫に比べ、土壌と落葉を混食する成虫で特に大きくなった。温室効果ガスへの影響として、団

粒形成がCO2放出とCH4吸収の増加という相反する作用を持つことが分かった。団粒構造が壊れる

ことにより土壌のCH4吸収能力の劣化やCO2放出の増加を招くことが示された。不耕起草生栽培で

はミミズが増加し、土壌団粒が増加していることが土壌炭素量を増大させるメカニズムとなって

いた。農地土壌の変化は小型節足動物の個体数と多様性を向上させた。陸上生態系の生態系機能

が土壌構造を形成する多様性要素を取り入れることで、微生物— 土壌動物— 植物の間の階層的な

関係を整理でき、農地を含めた陸域生態系の多様性の保全が、地球環境変動に関わる生態系機能

につながっていることを示すことができた。 
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１．はじめに 

 ダーウィンによるミミズの研究以来、欧米では大型ミミズの活動が土壌の耕耘の役割を果たし、

炭素集積や養分循環、生態系の生産性を改善することはよく知られてきた。しかし、植生や土壌
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